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萌芽更新（ほうがこうしん）ってな〜に？

左の写真をご覧ください。今年の２⽉に伐採

された⽊の根っこから芽が出ています。

僅か５ヶ⽉で⾼さ２メートルというすごい成

⻑⼒です。

これが萌芽更新です。新しい⽣命の誕⽣で

す。この尊い⽣命を次世代のために⼤切に

守りたいものです。

雑⽊林の⽊は、昔は、薪や⽊炭などの燃料

として使われていました。芽が出て１０〜２

０年もすると伐採されて燃料になります。切

られた根から新しい芽が出て更新されます。

しかし、現在は⽣活様式が変わり雑⽊林の

⽊は伐採されないので、⼤きくなる⼀⽅で

す。そのために林床へ⽇光や⾵を遮り、新し

い芽が育ちにくい環境になります。

東久留⽶の市内の⾃然環境を守るために

は、萌芽更新のための下草刈り等の⼿助け

をする必要があります。

７⽉３０⽇、下⾥の野⽕⽌⽤⽔歴史環

境保全地域のぐみの⽊橋近くの雑⽊林で

「東京グリーンシップアクション２０１１野

⽕⽌⽤⽔・下⾥」という活動が⾏われまし

た。

東京都が平成15年度から進めている⾃然

環境保全活動で、東京に残された貴重な⾃

然環境である⼭地の森林や丘陵部の⾥

⼭、市街地の雑⽊林など、⾃然を保全して

いくことを⽬的としてはじめられましたが、企業

もＣＳＲの社会貢献活動の⼀環としてこの

アクションプランに現在も参加されています。

写真の掲載はあらかじめ了解を得ておりま

す。

この⽇は東京都、東久留⽶市、

(株)ニチレイプロサーブの社員と家

族、東久留⽶⾃然ふれあいボランテ

ィア、⼤学⽣等４４名が集まり、遊

歩道の柵やロープ張りなどの整備、萌

芽更新株の周辺の下草刈りなどを約

５時間にわたって実施されました。

⾷品グループの（株）ニチレイは５

年前から、地域密着型の⾃然環境

保全活動を全国的に展開している

企業です。年に１回では少なすぎま

すね。もっとやりたいですねと仰ってい

ました。

「東久留⽶⾃然ふれあいボランティ

ア」は１０年前から市内の７つの緑

地保全地域と３つの歴史環境保全

地域を毎⽉２回の割合で下草刈り

や下枝おろしなどを実施しているボラ

ンティア約４０名の団体です。毎回

数名が参加して作業を実施している

そうです。

「⼈⼿が⾜りません。是⾮、仲間に

⼊って貴重な緑を守りましょ

う。」・・・・と

今年２⽉に伐採されて萌芽のための

環境を整えています。

⾒事に芽が出ました。 こんなに⼤きな切り株でも萌芽してい

ます。

驚くべき⽣命⼒をたくわえているので

すね。

ボランティアさんの指導のもとにくい打

ちが始まりました。

慣れない⼿つきですが⼀⽣懸命で

す。

くい打ちが終わったらロープ張りです。

⼦どもたちは樹⽊図鑑作りやカブトム

シなどの⽣き物探しに林の中を歩き

廻って楽しい林間体験をしています。

カブトムシを捕まえました。 ⽊の肌を紙に写し取って植物図鑑を

作っています。

この写真の向こうの⽊々は萌芽更新

して１０年ぐらいの成⽊です。

伐採して萌芽更新した後も下枝払

いや下草刈りの作業を続けてはじめ

て、緑が保たれる訳ですね。

市⺠の皆さま！

緑を守ることは⼤切なことです・・と

⼀⼝に云いますが、このようなボラン

ティアの皆さんの⻑いスパンでの、

隠れたご苦労があることを是⾮々々

ご理解の上、もし⼿伝ってもいい

よ、ということであれば是⾮ご参加く

ださい。

蛇⾜です。

筆者の好きな⾔葉があります。

・・・花を愛する⼈は１年先を⾒る、

⽊を愛する⼈は５０年先を⾒る、⼈

を愛する⼈は１００年の計を⽴て

る・・・
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